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委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

請願・意見書・討論・編集後記‥‥

議案と結果・次期会期日程‥‥‥

議員と語ろう会‥‥‥‥‥‥‥

新たな議会の
　構成が決定！！
新たな議会の
　構成が決定！！
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道
の
駅
蓮
如
の
里

あ
わ
ら

◆ 

今
年
４
月
に
吉
崎
に
オ
ー
プ

ン
し
た
道
の
駅
「
蓮
如
の
里
あ

わ
ら
」
の
駐
車
場
が
少
な
い
。

早
急
に
駐
車
場
を
確
保
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
道
の
駅
へ

誘
導
す
る
看
板
を
運
転
者
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

◆ 

道
の
駅
な
ど
の
新
し
い
施
設

の
運
用
は
、
そ
の
施
設
だ
け
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
市
全
体
で
「
面
」
で
考

え
る
べ
き
。

学
力
と
市
外
転
出

◆ 

学
習
指
導
に
よ
り
宿
題
は
生

徒
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
あ
る
程
度
の
宿

題
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
中

学
生
の
学
力
が
県
内
他
市
と
比

べ
て
低
く
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
が

子
育
て
世
代
が
市
外
へ
転
出
す

る
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

歩
道
除
雪

議
会
の
発
信
力
向
上

議
会
と
市
民
の
交
流

◆ 

議
会
の
発
信
力
を
更
に
高
め

た
り
、
気
軽
に
市
民
が
議
員
と

交
流
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
欲

し
い
。

◆ 

議
会
だ
よ
り
の
補
正
予
算
の

総
額
に
対
し
て
、
紙
面
に
載
っ

て
い
る
額
が
非
常
に
少
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
金
額
の
大
き
い
も
の
か

ら
順
番
に
掲
載
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設

情
報
発
信

◆ 

必
要
な
人
に
、
必
要
な
情
報

が
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

◆ 

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
市
の
垣
根
を
超
え
た
運
行

な
ど
、
も
っ
と
便
利
な
シ
ス
テ
ム

に
改
善
し
て
欲
し
い
。

少
子
化
問
題
の
議
論

◆ 

少
子
化
問
題
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
は
議
会
で
は
し
て
い
な
い
の
か
。

◆ 

少
子
化
の
進
行
や
空
き
家
の

増
加
な
ど
も
課
題
に
取
り
組
む

べ
き
。

地
域
の
な
り
手
不
足
と

負
担
軽
減
の
方
法

◆ 

議
員
も
区
長
も
な
り
手
が
少

な
い
。
平
日
昼
間
に
会
議
が
多
く
、

負
担
が
多
い
た
め
、
色
々
な
会

議
を
ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

を開催しました！
　６月３日、市内１２会場において午前・午後・夜の３部制で第１９回議会報告会を開催しました。
計８７名の市民の皆様にご参加いただき、多くのご意見等をいただきましたので、皆様の声を抜粋して
紹介します。
　なお、皆様からのご意見等は各委員会や一般質問で取り上げるなど、理事者に要請します。

第１９回議会報告会

◆ 

歩
道
の
除
雪
は
地
域
に
頼
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
が
、
地
域

に
も
限
界
が
あ
る
。
本
来
、
こ

れ
は
市
が
行
う
べ
き
も
の
の
た
め
、

予
算
を
計
上
し
、
除
雪
計
画
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、

通
学
で
歩
道
を
歩
く
児
童
生
徒

に
と
っ
て
は
重
要
な
問
題
の
た

め
実
証
実
験
を
し
て
は
ど
う
か
。

◆ 

市
民
の
交
流
を
促
進
す
る
場

所
を
公
共
施
設
に
作
る
べ
き
。

ア
フ
レ
ア
な
ど
の
公
共
施
設
を

フ
ル
活
用
す
べ
き
。

◆ 

文
化
会
館（
旧
あ
わ
ら
観
光

会
館
）が
閉
館
し
て
い
る
が
、
市

内
に
は
文
化
会
館
に
代
わ
る
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
施
設

が
な
い
。
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
な
く
な
る
と
、
市
の
活
性

化
に
も
繋
が
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
温
泉
旅
館
で
の
開
催
も
考

え
ら
れ
る
が
、
公
共
の
会
館
が

必
要
で
早
急
に
建
設
の
議
論
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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市
民
に
親
し
ま
れ
る
、
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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議員と語ろう会議員と語ろう会



…

６月定例会６月定例会

　令和５年６月定例会が６月９日から６月３０日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分の報告に関するものなど６議案が受理されたほか、専決処分の承認に関す
るもの３議案、令和５年度補正予算に関するもの３議案、条例の制定等に関するもの２議案、財産の取
得に関するもの１議案、市道路線の認定・変更に関するもの２議案、人事に関するもの１議案の計１８
議案が上程され、すべて原案のとおり承認・可決・同意されました。また、議員発議により、意見書１件を
可決しました。
　なお、今回は８人の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。

　第116回あわら市議会定例会の最終日、新たな議長と副議長が選出されました。
　また、委員会の委員の改選も行われ、新たな議会の幕開けとなりました。

２億８，０９８万９千円を増額２億８，０９８万９千円を増額
６月定例会６月定例会 令和５年度一般会計補正予算 新たな議会の構成決まる！

議長 毛利 純雄、副議長 平野 時夫を選出

議 長　毛利　純雄 副議長　平野　時夫

議会だよりの紙面
構成や記事内容を
協議し、編集・発行
を担います

広報編集
特別委員会

◎平野 時夫
〇堀田 あけみ
　三上 寛了
　木下 勇二
　北浦 博憲
　室谷 陽一郎
　山川 知一郎

議会報告会の企画
をはじめ、議会活性
化を促進させること
を協議します

議会活性化
特別委員会

◎三上 寛了
〇青柳 篤始
　北浦 博憲
　堀田 あけみ
　室谷 陽一郎
　平野 時夫
　山川 知一郎

生活環境や自然環
境など、環境対策に
関することを調査・
研究します

環境対策調査
特別委員会

◎山川 知一郎
〇三上 寛了
　木下 勇二
　平野 時夫
　吉田 太一
　八木 秀雄
　卯目 ひろみ

交通まちづくり全般
に関することを調
査・研究します

総合交通まちづくり
調査特別委員会

◎島田 俊哉
〇室谷 陽一郎
　青柳 篤始
　北浦 博憲
　堀田 あけみ
　山田 重喜
　笹原 幸信
　北島 登

◎…委員長
〇…副委員長

主に市の財務に関す
る事務の執行、経営
に係る事業の管理に
ついて監査します

監査委員

　北島 登

総務部、創造戦略部、市民生
活部、健康福祉部、会計課、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会、固定資産評価
審査委員会、他の常任委員
会に属さない事項を審査・調
査します

総務厚生常任委員会

◎北浦 博憲  〇堀田 あけみ
　島田 俊哉  　平野 時夫
　毛利 純雄  　山田 重喜
　八木 秀雄  　山川 知一郎

経済産業部、土木部、教
育委員会、芦原温泉上水
道財産区水道部、農業委
員会の所管事項を審査・
調査します

一般会計・特別会
計・企業会計の予
算・決算について
審査・調査を行い
ます

産業建設教育
常任委員会

予算決算
常任委員会

◎青柳 篤始  〇木下 勇二
　三上 寛了  　室谷 陽一郎
　吉田 太一  　笹原 幸信
　北島 登　  　卯目 ひろみ

◎平野 時夫
〇北浦 博憲
　議長以外の
　　　全議員

議会運営を円滑に行うため
に設置されている委員会で、
会議の運営方法や日程等の
協議・調整を行います

議会運営委員会

◎山田 重喜  〇室谷 陽一郎
　青柳 篤始  　島田 俊哉
　北浦 博憲  　平野 時夫

※議長はオブザーバ
ーとしてすべての委
員会に出席します

令和５年度一般会計予算総額は１４８億６６８万９千円に

●低所得者世帯支援給付金事業 5,756万6千円

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の負担感が
大きい低所得世帯に対し、支援給付金を支給するこ
とに伴う予算。

●西口賑わい施設カフェレストラン等整備工事
3,088万8千円

　芦原温泉西口賑わい施設「アフレア」のカフェレス
トラン等の整備工事に伴う予算。

●道の駅第３駐車場整備工事 2,221万4千円

　道の駅「蓮如の里あわら」の第３駐車場を整備する
ための駐車場整備工事費と土地借上料を計上。

●集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金
720万6千円

　地域営農の経営課題解決と発展を支援するための「集
落営農活性化プロジェクト促進事業」の採択に伴う予算。

●休校利活用計画策定業務委託料 319万円

　新郷小学校の利活用に向け、 「新郷小学校利活用
基本計画」を策定するための委託料を計上。

●不妊治療費助成金 290万円

　特定不妊治療と一般不妊治療に係る自己負担額
を助成することに伴う予算。

●海洋センター改修工事 4,520万円

　地域海洋センター修繕助成金の採択に伴い、金津
Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館の改修工事に伴う予算。

●物価高騰対策支援事業 2,549万8千円

　物価高騰の影響が見込まれる障害者福祉施設、高
齢者福祉施設等、私立認定こども園に対し、支援金を
支給することに伴う予算。

●初期投資促進事業補助金 1,128万6千円

　「初期投資促進事業補助金」の採択に伴い、既存の
補助金の一部を組換えたことによる予算。

●集会施設耐震改修事業補助金 500万円

　集落施設の耐震改修工事を実施することに伴う
予算。

●保育対策総合支援事業費補助金 201万8千円

　私立認定こども園において、使用済みおむつを処
分するための費用を補助することに伴う予算。

●キャッシュレス決済関連事業 106万1千円

　住民票などの窓口証明書発行手数料をキャッシュ
レス決済に対応させることに伴う予算。

主主 なな 歳歳 出出

あわら市議会だより3 あわら市議会だより 2



…

６月定例会６月定例会

　令和５年６月定例会が６月９日から６月３０日までの会期で開催されました。
　今定例会では、専決処分の報告に関するものなど６議案が受理されたほか、専決処分の承認に関す
るもの３議案、令和５年度補正予算に関するもの３議案、条例の制定等に関するもの２議案、財産の取
得に関するもの１議案、市道路線の認定・変更に関するもの２議案、人事に関するもの１議案の計１８
議案が上程され、すべて原案のとおり承認・可決・同意されました。また、議員発議により、意見書１件を
可決しました。
　なお、今回は８人の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。

　第116回あわら市議会定例会の最終日、新たな議長と副議長が選出されました。
　また、委員会の委員の改選も行われ、新たな議会の幕開けとなりました。

２億８，０９８万９千円を増額２億８，０９８万９千円を増額
６月定例会６月定例会 令和５年度一般会計補正予算 新たな議会の構成決まる！

議長 毛利 純雄、副議長 平野 時夫を選出

議 長　毛利　純雄 副議長　平野　時夫

議会だよりの紙面
構成や記事内容を
協議し、編集・発行
を担います

広報編集
特別委員会

◎平野 時夫
〇堀田 あけみ
　三上 寛了
　木下 勇二
　北浦 博憲
　室谷 陽一郎
　山川 知一郎

議会報告会の企画
をはじめ、議会活性
化を促進させること
を協議します

議会活性化
特別委員会

◎三上 寛了
〇青柳 篤始
　北浦 博憲
　堀田 あけみ
　室谷 陽一郎
　平野 時夫
　山川 知一郎

生活環境や自然環
境など、環境対策に
関することを調査・
研究します

環境対策調査
特別委員会

◎山川 知一郎
〇三上 寛了
　木下 勇二
　平野 時夫
　吉田 太一
　八木 秀雄
　卯目 ひろみ

交通まちづくり全般
に関することを調
査・研究します

総合交通まちづくり
調査特別委員会

◎島田 俊哉
〇室谷 陽一郎
　青柳 篤始
　北浦 博憲
　堀田 あけみ
　山田 重喜
　笹原 幸信
　北島 登

◎…委員長
〇…副委員長

主に市の財務に関す
る事務の執行、経営
に係る事業の管理に
ついて監査します

監査委員

　北島 登

総務部、創造戦略部、市民生
活部、健康福祉部、会計課、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会、固定資産評価
審査委員会、他の常任委員
会に属さない事項を審査・調
査します

総務厚生常任委員会

◎北浦 博憲  〇堀田 あけみ
　島田 俊哉  　平野 時夫
　毛利 純雄  　山田 重喜
　八木 秀雄  　山川 知一郎

経済産業部、土木部、教
育委員会、芦原温泉上水
道財産区水道部、農業委
員会の所管事項を審査・
調査します

一般会計・特別会
計・企業会計の予
算・決算について
審査・調査を行い
ます

産業建設教育
常任委員会

予算決算
常任委員会

◎青柳 篤始  〇木下 勇二
　三上 寛了  　室谷 陽一郎
　吉田 太一  　笹原 幸信
　北島 登　  　卯目 ひろみ

◎平野 時夫
〇北浦 博憲
　議長以外の
　　　全議員

議会運営を円滑に行うため
に設置されている委員会で、
会議の運営方法や日程等の
協議・調整を行います

議会運営委員会

◎山田 重喜  〇室谷 陽一郎
　青柳 篤始  　島田 俊哉
　北浦 博憲  　平野 時夫

※議長はオブザーバ
ーとしてすべての委
員会に出席します

令和５年度一般会計予算総額は１４８億６６８万９千円に

●低所得者世帯支援給付金事業 5,756万6千円

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の負担感が
大きい低所得世帯に対し、支援給付金を支給するこ
とに伴う予算。

●西口賑わい施設カフェレストラン等整備工事
3,088万8千円

　芦原温泉西口賑わい施設「アフレア」のカフェレス
トラン等の整備工事に伴う予算。

●道の駅第３駐車場整備工事 2,221万4千円

　道の駅「蓮如の里あわら」の第３駐車場を整備する
ための駐車場整備工事費と土地借上料を計上。

●集落営農活性化プロジェクト促進事業補助金
720万6千円

　地域営農の経営課題解決と発展を支援するための「集
落営農活性化プロジェクト促進事業」の採択に伴う予算。

●休校利活用計画策定業務委託料 319万円

　新郷小学校の利活用に向け、 「新郷小学校利活用
基本計画」を策定するための委託料を計上。

●不妊治療費助成金 290万円

　特定不妊治療と一般不妊治療に係る自己負担額
を助成することに伴う予算。

●海洋センター改修工事 4,520万円

　地域海洋センター修繕助成金の採択に伴い、金津
Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館の改修工事に伴う予算。

●物価高騰対策支援事業 2,549万8千円

　物価高騰の影響が見込まれる障害者福祉施設、高
齢者福祉施設等、私立認定こども園に対し、支援金を
支給することに伴う予算。

●初期投資促進事業補助金 1,128万6千円

　「初期投資促進事業補助金」の採択に伴い、既存の
補助金の一部を組換えたことによる予算。

●集会施設耐震改修事業補助金 500万円

　集落施設の耐震改修工事を実施することに伴う
予算。

●保育対策総合支援事業費補助金 201万8千円

　私立認定こども園において、使用済みおむつを処
分するための費用を補助することに伴う予算。

●キャッシュレス決済関連事業 106万1千円

　住民票などの窓口証明書発行手数料をキャッシュ
レス決済に対応させることに伴う予算。

主主 なな 歳歳 出出
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告

特
別
委
員
会  

中
間
報
告

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

各
委
員
会
の
視
察
報
告
は
第
76
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

都
市
排
水
路
水
位
計
・

監
視
カ
メ
ラ
設
置
事
業

１
０
０
万
円

委
員 
ど
の
よ
う
な
目
的
で

排
水
機
場
に
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
の
か
。

理
事
者 

現
場
に
赴
い
て
水

位
表
を
目
視
で
確
認
す
る
代

わ
り
に
、
監
視
カ
メ
ラ
を
通

し
て
確
認
を
す
る
こ
と
で
、

迅
速
な
判
断
や
対
応
を
行

う
た
め
で
す
。
ま
た
、
監
視

カ
メ
ラ
に
合
わ
せ
て
設
置
し

て
い
る
水
位
計
や
雨
量
計
か

ら
デ
ー
タ
を
取
得
、
蓄
積
し
、

分
析
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

対
応
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
剱
岳
公
民
館
の
改
修
工

事
に
伴
い
、
部
屋
名
を
変
更

す
る
等
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

■
上
下
水
道
課

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
建
設
課

工
事
に
関
す
る
見
積
書
の
金

額
が
適
正
か
ど
う
か
の
審
査

は
し
て
い
る
の
か
。

理
事
者 

提
出
さ
れ
た
見
積

書
を
も
と
に
、
公
共
事
業
で

あ
れ
ば
ど
の
程
度
の
金
額
に

な
る
の
か
を
試
算
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
区

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
電
子
署
名
等
に
係
る
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

移
動
端
末
設
備
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
）
を
用
い
た
多
機
能

端
末
機
に
よ
る
印
鑑
登
録

証
明
書
等
の
交
付
を
行
う
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

委
員 

電
子
証
明
書
機
能
を

利
用
す
る
た
め
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
新
た
に
ア
プ
リ
な

ど
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

理
事
者 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ

リ
に
か
ざ
す
こ
と
で
、ｉ
Ｐ

委
員 

地
域
住
民
の
活
動
拠

点
づ
く
り
に
関
す
る
方
針
を

決
め
て
か
ら
、
休
校
利
活
用

を
進
め
て
い
く
視
点
が
大
切

な
の
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

休
校
と
な
っ
て
い
る

小
学
校
は
地
域
住
民
の
活

動
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

制
度
や
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
規

模
な
ど
の
議
論
は
、
地
域

住
民
も
参
画
す
る
検
討
委

員
会
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

委
員 

あ
わ
ら
市
や
地
区
の

課
題
に
し
っ
か
り
向
き
合
っ

て
く
れ
る
人
選
が
重
要
だ
。

休
校
利
活
用
事
業

３
１
９
万
円

■
政
策
広
報
課

委
員 

窓
口
証
明
書
発
行
業

務
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

は
、
本
庁
の
ほ
か
芦
原
分
室

に
も
導
入
す
る
の
か
。

理
事
者 
芦
原
分
室
に
も
導

入
予
定
で
す
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
経
費

１
０
６
万
１
千
円

■
市
民
課

委
員 

市
営
駐
車
場
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
使
え
る
よ
う
に

な
る
の
か
。

理
事
者 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
対
応
す
る
ほ
か
、
交
通
系

IC
カ
ー
ド
の
対
応
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

市
営
駐
車
場
管
理
経
費

50
万
９
千
円
財
源
更
正

■
生
活
環
境
課

委
員 

区
か
ら
提
出
さ
れ
た

区
道
整
備
事
業
補
助
金

45
万
６
千
円

あ
わ
ら
市
印
鑑
の
登

録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
及
び
あ
わ
ら

市
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

産
業
建
設
教
育
常
任

委
員
会

あ
わ
ら
市
公
民
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
以
外
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
電
子
証
明
書
機
能

を
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
道
路
区
域
の
見
直
し
に
伴

い
、
市
道
田
中
々
二
面
線
と

市
道
芦
原
金
津
線
を
連
絡

す
る
歩
行
者
の
専
用
道
路

（
歩
道
橋
）
を
市
道
路
線

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

歩
道
橋
が
非
常
に
劣

化
し
て
い
る
が
、
補
修
の
見

込
み
や
計
画
は
あ
る
の
か
。

理
事
者 

国
の
補
助
金
を
活

用
し
て
歩
道
橋
の
点
検
を
実

施
し
、
補
修
箇
所
を
し
っ
か

り
判
断
し
、
計
画
に
則
っ
て

補
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
北
側

ロ
ー
タ
リ
ー
に
係
る
道
路
区

域
の
見
直
し
に
伴
い
、
市
道

路
線
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

委
員 

こ
れ
ま
で
誰
が
ロ
ー

タ
リ
ー
内
の
道
路
を
管
理
し

て
き
た
の
か
。

理
事
者 

市
道
で
は
な
か
っ
た

が
、
一
連
の
道
と
し
て
、
市

が
路
面
の
補
修
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

●
記
事
の
訂
正

　
第
76
号
４
ペ
ー
ジ
の

「
減
債
基
金
費
」に
つ
い
て
、

「
70
万
円
増
額
」と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
６
万
９
千
円
増
額
」で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

市
道
路
線
の
変
更

市
道
路
線
の
認
定

　令和4年1月25日に開催し、これからの委員
会の方針を協議しました。
　協議では、「不法投棄などの現地調査を実施
してきたが、解決の進捗に差があるため、罰則を
設ける条例を制定するなどの措置が必要では」
といった意見や、「産業廃棄物の問題は、県と市
で権限が異なるため、当委員会から県に対して
強く要請するべきだ」との意見がありました。

第１回委員会

　令和4年５月27日に開催し、産業廃棄物と不
法投棄の現状について、市の所管課に説明を求
めました。委員からは「元土木業者が所有する
建物内の産業廃棄物は、県に処分を強く要請す
べきだ」との意見がありました。これに対し、所
管課からは「産業廃棄物の問題は、重点事項と
して県へ要望するほか、県と連携し解決に取り
組みたい」との答弁がありました。

第３回委員会

　令和4年5月9日に開催し、過去の委員会を踏
まえ、今後の調査事項を検討しました。
　協議では、「産業廃棄物などの問題よりもゼ
ロカーボンシティに関する検討を進めてはどう
か」といった意見があったが、「まずは産業廃棄
物や不法投棄を中心に、県へ調査や処分を要
請し、解決していく」ことを確認しました。

第２回委員会

　令和4年7月12日に開催し、産業廃棄物と不
法投棄の現状について、県の担当者に説明を求
めました。その後、産業廃棄物や不法投棄の現
場を視察しました。担当者からは「生活環境保
全に支障がある場合は対応可能だが、現時点
では調査も撤去もできない」との説明があり、委
員から「事故が起きる前に措置を講じるべきだ」
との意見がありました。

第４回委員会

　　  境対策調査特別委員会は、市民の健全な生活環境を守ることや自然環境を適正に保全す
ることなど、総合的な環境対策を調査することを目的に、７名の委員をもって設置されました。こ
れまでに４回の委員会を開催したほか、先進自治体の取り組みを学ぶため、愛知県岡崎市と豊
田市を視察しました。

環

　令和4年1月26日に開催し、これからの委員
会の方針を協議しました。
　協議では、「県道水口牛ノ谷線と県道トリム
パークかなづ線の整備について、当委員会から
県に要望してはどうか」との意見がありました。
そのうえで、「まずは三国土木事務所に対し、陳
情を行う」との方向性が示されました。

第１回委員会

　令和4年8月1日に開催し、JR芦原温泉駅周
辺の空き店舗対策と福井県並行在来線（ハピ
ラインふくい）について、市の所管課に説明を求
めました。空き店舗対策では、駅周辺の空き店
舗数や新規出店者の状況、新規出店の問い合
わせ状況などを確認しました。また、並行在来
線については、運行区間や運営体制、JRからの
資産譲渡に関する事項ついて確認しました。

第３回委員会

　令和4年５月12日に開催し、県道水口牛ノ谷
線と県道トリムパークかなづ線について、三国
土木事務所に対して陳情を行うため、市の所管
課に事業内容等の説明を求め、協議を行いまし
た。そして、令和４年５月31日に陳情を行いまし
た。陳情に対する回答を受けたほか、当委員会
から県道トリムパークかなづ線の橋梁に融雪装
置を設置するよう要望しました。

第２回委員会

　令和５年1月31日に開催し、行政視察の実施
に先立ち、「MaaS（マース）」について所管課に
説明を求め、協議を行いました。MaaSの概要
を確認したほか、嶺北11市町で構成する「福井
嶺北連携中枢都市圏（ふくいMaaS）」や「福井
県嶺北地域公共交通活性化協議会」の活動状
況などの説明を受けた後、質疑を通して福井県
のMaaSの現状を把握しました。

第４回委員会

　　  合交通まちづくり調査特別委員会は、新幹線まちづくりに関することや並行在来線に関す
ることのほか、交通まちづくり全般について調査・研究することを目的に、８名の委員をもって設
置されました。これまでに４回の委員会を開催したほか、先進自治体の取り組みを学ぶため、静
岡県静岡市と浜松市を視察しました。

総
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す
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位
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認
す
る
代

わ
り
に
、
監
視
カ
メ
ラ
を
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ど
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の

か
。

理
事
者 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ

リ
に
か
ざ
す
こ
と
で
、ｉ
Ｐ

委
員 

地
域
住
民
の
活
動
拠

点
づ
く
り
に
関
す
る
方
針
を

決
め
て
か
ら
、
休
校
利
活
用

を
進
め
て
い
く
視
点
が
大
切

な
の
で
は
な
い
か
。

理
事
者 

休
校
と
な
っ
て
い
る

小
学
校
は
地
域
住
民
の
活

動
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま
す
。

制
度
や
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
規

模
な
ど
の
議
論
は
、
地
域

住
民
も
参
画
す
る
検
討
委

員
会
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

委
員 

あ
わ
ら
市
や
地
区
の

課
題
に
し
っ
か
り
向
き
合
っ

て
く
れ
る
人
選
が
重
要
だ
。

休
校
利
活
用
事
業

３
１
９
万
円

■
政
策
広
報
課

委
員 

窓
口
証
明
書
発
行
業

務
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

は
、
本
庁
の
ほ
か
芦
原
分
室

に
も
導
入
す
る
の
か
。

理
事
者 

芦
原
分
室
に
も
導

入
予
定
で
す
。

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
経
費

１
０
６
万
１
千
円

■
市
民
課

委
員 

市
営
駐
車
場
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
も
使
え
る
よ
う
に

な
る
の
か
。

理
事
者 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
対
応
す
る
ほ
か
、
交
通
系

IC
カ
ー
ド
の
対
応
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

市
営
駐
車
場
管
理
経
費

50
万
９
千
円
財
源
更
正

■
生
活
環
境
課

委
員 

区
か
ら
提
出
さ
れ
た

区
道
整
備
事
業
補
助
金

45
万
６
千
円

あ
わ
ら
市
印
鑑
の
登

録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
及
び
あ
わ
ら

市
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

産
業
建
設
教
育
常
任

委
員
会

あ
わ
ら
市
公
民
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
以
外
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
電
子
証
明
書
機
能

を
搭
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
道
路
区
域
の
見
直
し
に
伴

い
、
市
道
田
中
々
二
面
線
と

市
道
芦
原
金
津
線
を
連
絡

す
る
歩
行
者
の
専
用
道
路

（
歩
道
橋
）
を
市
道
路
線

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

歩
道
橋
が
非
常
に
劣

化
し
て
い
る
が
、
補
修
の
見

込
み
や
計
画
は
あ
る
の
か
。

理
事
者 

国
の
補
助
金
を
活

用
し
て
歩
道
橋
の
点
検
を
実

施
し
、
補
修
箇
所
を
し
っ
か

り
判
断
し
、
計
画
に
則
っ
て

補
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
北
側

ロ
ー
タ
リ
ー
に
係
る
道
路
区

域
の
見
直
し
に
伴
い
、
市
道

路
線
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

委
員 

こ
れ
ま
で
誰
が
ロ
ー

タ
リ
ー
内
の
道
路
を
管
理
し

て
き
た
の
か
。

理
事
者 

市
道
で
は
な
か
っ
た

が
、
一
連
の
道
と
し
て
、
市

が
路
面
の
補
修
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

●
記
事
の
訂
正

　
第
76
号
４
ペ
ー
ジ
の

「
減
債
基
金
費
」に
つ
い
て
、

「
70
万
円
増
額
」と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
６
万
９
千
円
増
額
」で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

市
道
路
線
の
変
更

市
道
路
線
の
認
定

　令和4年1月25日に開催し、これからの委員
会の方針を協議しました。
　協議では、「不法投棄などの現地調査を実施
してきたが、解決の進捗に差があるため、罰則を
設ける条例を制定するなどの措置が必要では」
といった意見や、「産業廃棄物の問題は、県と市
で権限が異なるため、当委員会から県に対して
強く要請するべきだ」との意見がありました。

第１回委員会

　令和4年５月27日に開催し、産業廃棄物と不
法投棄の現状について、市の所管課に説明を求
めました。委員からは「元土木業者が所有する
建物内の産業廃棄物は、県に処分を強く要請す
べきだ」との意見がありました。これに対し、所
管課からは「産業廃棄物の問題は、重点事項と
して県へ要望するほか、県と連携し解決に取り
組みたい」との答弁がありました。

第３回委員会

　令和4年5月9日に開催し、過去の委員会を踏
まえ、今後の調査事項を検討しました。
　協議では、「産業廃棄物などの問題よりもゼ
ロカーボンシティに関する検討を進めてはどう
か」といった意見があったが、「まずは産業廃棄
物や不法投棄を中心に、県へ調査や処分を要
請し、解決していく」ことを確認しました。

第２回委員会

　令和4年7月12日に開催し、産業廃棄物と不
法投棄の現状について、県の担当者に説明を求
めました。その後、産業廃棄物や不法投棄の現
場を視察しました。担当者からは「生活環境保
全に支障がある場合は対応可能だが、現時点
では調査も撤去もできない」との説明があり、委
員から「事故が起きる前に措置を講じるべきだ」
との意見がありました。

第４回委員会

　　  境対策調査特別委員会は、市民の健全な生活環境を守ることや自然環境を適正に保全す
ることなど、総合的な環境対策を調査することを目的に、７名の委員をもって設置されました。こ
れまでに４回の委員会を開催したほか、先進自治体の取り組みを学ぶため、愛知県岡崎市と豊
田市を視察しました。

環

　令和4年1月26日に開催し、これからの委員
会の方針を協議しました。
　協議では、「県道水口牛ノ谷線と県道トリム
パークかなづ線の整備について、当委員会から
県に要望してはどうか」との意見がありました。
そのうえで、「まずは三国土木事務所に対し、陳
情を行う」との方向性が示されました。

第１回委員会

　令和4年8月1日に開催し、JR芦原温泉駅周
辺の空き店舗対策と福井県並行在来線（ハピ
ラインふくい）について、市の所管課に説明を求
めました。空き店舗対策では、駅周辺の空き店
舗数や新規出店者の状況、新規出店の問い合
わせ状況などを確認しました。また、並行在来
線については、運行区間や運営体制、JRからの
資産譲渡に関する事項ついて確認しました。

第３回委員会

　令和4年５月12日に開催し、県道水口牛ノ谷
線と県道トリムパークかなづ線について、三国
土木事務所に対して陳情を行うため、市の所管
課に事業内容等の説明を求め、協議を行いまし
た。そして、令和４年５月31日に陳情を行いまし
た。陳情に対する回答を受けたほか、当委員会
から県道トリムパークかなづ線の橋梁に融雪装
置を設置するよう要望しました。

第２回委員会

　令和５年1月31日に開催し、行政視察の実施
に先立ち、「MaaS（マース）」について所管課に
説明を求め、協議を行いました。MaaSの概要
を確認したほか、嶺北11市町で構成する「福井
嶺北連携中枢都市圏（ふくいMaaS）」や「福井
県嶺北地域公共交通活性化協議会」の活動状
況などの説明を受けた後、質疑を通して福井県
のMaaSの現状を把握しました。

第４回委員会

　　  合交通まちづくり調査特別委員会は、新幹線まちづくりに関することや並行在来線に関す
ることのほか、交通まちづくり全般について調査・研究することを目的に、８名の委員をもって設
置されました。これまでに４回の委員会を開催したほか、先進自治体の取り組みを学ぶため、静
岡県静岡市と浜松市を視察しました。

総
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自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
に
対
し
補
助
制
度
の

導
入
を
。

補
助
金
制

度
で
家
計
の
負
担
は
軽
減

さ
れ
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
購
入
し

や
す
く
な
る
こ
と
で
着
用
率

が
上
が
り
ま
す
。交
通
事
故

で
の
被
害
軽
減
や
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
も
制
度
の
導

入
は
有
効
で
あ
る
た
め
、他

市
の
状
況
を
踏
ま
え
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

視
覚
障
害
者
用
活

字
文
書
読
上
げ
装
置
の
利

用
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

印
刷
物
の

所
の
開
設
や
、ア
フ
レ
ア
内

の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
選
挙
啓

発
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
放
映
し

ま
し
た
。今
後
は
、商
業
施

設
や
駅
、金
津
高
校
で
の
期

日
前
投
票
所
の
開
設
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
・
高
齢
者

サ
ポ
ー
ト
用
に
、投
票
支
援

カ
ー
ド
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
導
入
の
考

え
は
。

他
自
治
体
を
参
考

に
、次
回
の
選
挙
か
ら
導
入

し
ま
す
。

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、JR
芦

原
温
泉
駅
周
辺
で
１
件
、湯

の
ま
ち
駅
周
辺
で
も
１
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。１
店

舗
で
も
多
く
開
業
店
舗
を

増
や
し
、ま
ち
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ａ
キ
ュ
ー
ブ
の
活
用

の
方
向
性
は
。

北
陸
新
幹
線
芦
原

温
泉
駅
の
開
業
に
伴
い
、駅

前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
の
ａ

キ
ュ
ー
ブ
の
活
用
に
は
限
界

が
あ
り
、周
辺
商
店
街
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、ａ

キ
ュ
ー
ブ
の
機
能
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。建
物
の

解
体
や
民
間
の
活
力
を
導

入
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口

企
業
等
拠
点
拡
充

補
助
金
の
概
略
と
利
用
状

況
は
。

市
内
外
の

企
業
の
事
業
拡
充
を
促
進

す
る
た
め
の
補
助
金
で
、市

内
へ
本
社
機
能
を
移
転
す

る
市
外
事
業
者
や
、施
設
の

新
設
・
増
設
を
行
う
市
内
事

業
者
に
対
し
て
新
た
な
補

助
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

進
出
先
や
業
種
を
限
定
し

な
い
こ
と
が
特
徴
で
、現
在

２
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
。

JR
芦
原
温
泉
駅
と

あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
周
辺

の
新
規
出
店
者
の
状
況
は
。

空
き
店
舗・

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

千
５
０
０
万
円
の
費
用
が

見
込
ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
財
政
状
況
の
圧
迫

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、市
の

予
算
の
み
で
費
用
を
捻
出

す
る
こ
と
に
対
し
て
、市
民

か
ら
の
理
解
を
得
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、市
に
有
利
な
国
・
県

等
の
財
源
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、国
の
異
次
元
の
少
子
化

対
策
に
よ
る
子
育
て
関
連

予
算
の
動
向
も
含
め
、様
々

な
補
助
金
等
の
情
報
収
集

を
行
い
、調
理
室
整
備
に
充

て
ら
れ
る
財
源
が
出
て
き
た

場
合
に
は
、改
め
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
阪
万
博
に
対
し
、

あ
わ
ら
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
客
の
起
爆
剤
と
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
は
考
え
て
い

る
か
。

公
益
社
団

法
人
２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
協
会
や
県
と
も
観

光
誘
客
に
対
す
る
連
携
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

機
構
等
の
活
動
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

北
陸
３
県

と
連
携
し
、令
和
５
年
度
は

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
誘
客
を

促
進
す
る
た
め
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
現
地
旅
行
博

や
タ
イ
メ
デ
ィ
ア
招
聘
を
予

定
し
て
い
ま
す
。あ
わ
ら
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
存
の
公
共
施
設

の
改
修
費
用
に
つ
い
て
、国

や
県
か
ら
の
補
助
金
や
交

付
金
な
ど
を
充
当
で
き
れ

ば
、市
の
財
政
負
担
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
や

社
会
資
本
整
備
交
付
金
、各

種
補
助
金
な
ど
、可
能
な
限

り
、国
や
県
な
ど
か
ら
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
調

理
室
設
置
に
つ
い
て
、市
民

か
ら
の
声
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。市

民
の
声
を

受
け
、調
理
室
の
整
備
費
用

を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、約
３

校
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

教
育
委
員
会
の
指

導
の
も
と
、学
校
が
専
門
ス

タ
ッ
フ
や
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、き
め
細
か
く
、

丁
寧
に
、粘
り
強
く
支
援
し

て
い
ま
す
。不
登
校
に
悩
む

児
童
・
生
徒
と
そ
の
家
族
を

含
め
、誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
あ
わ
ら
市
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。是

非
と
も
多
種
多

様
に
わ
た
る
支
援
を
強
力

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

リ
ム
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
へ
配

置
す
る
な
ど
、組
織
強
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

不
登
校
の
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、未
然
防

止
、初
期
対
応
、自
立
支
援

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

不
登
校
で
子
ど
も

や
親
が
苦
し
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
非
常
に
問
題
で
あ
り
、

自
立
支
援
の
取
り
組
み
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。登
校
に
苦

し
む
当
事
者
や
ご
家
族
を

ど
う
支
援
す
る
の
か
、不
登

校
で
苦
し
ん
で
い
る
人
に
安

心
を
届
け
る
よ
う
な
不
登

中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て
、令
和
５
年
４
月

か
ら
地
域
移
行
の
モ
デ
ル

事
業
が
始
ま
っ
た
が
、今
後

休
日
の
部
活
動
だ
け
で
な

く
、平
日
に
つ
い
て
も
地
域

移
行
が
進
ん
だ
場
合
、地
域

移
行
の
受
け
皿
と
な
る
あ

わ
ら
ト
リ
ム
ク
ラ
ブ
の
組
織

の
強
化
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

指
導
者
の
確
保

な
ど
、地
域
移
行
が
進
む
こ

と
に
よ
る
新
た
な
業
務
は
、

当
面
は
ス
ポ
ー
ツ
課
内
の

部
活
動
地
域
移
行
推
進
室

が
所
管
し
ま
す
。そ
れ
ら
の

業
務
は
今
後
あ
わ
ら
ト
リ

ム
ク
ラ
ブ
に
移
管
し
て
い
き

ま
す
が
、例
え
ば
、地
域
移

行
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
ト

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

市
民
生
活
部
長

教
育
長

教
育
長

教
育
部
長

総
務
部
長

市
長

青
柳

青
柳

青
柳

で
検
討
す
る
た
め
に
、サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
や

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ａ
キ
ュ
ー
ブ
へ
の
提

案
と
し
て
、中
学
生
や
高
校

生
が
集
ま
る
交
流
ス
ペ
ー
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。交
通
の
便
が
良
い
駅

前
で
あ
れ
ば
子
ど
も
達
が

自
分
の
足
で
通
う
こ
と
が

で
き
る
。こ
れ
に
よ
り
地
域

活
性
化
や
子
ど
も
の
成
長

に
貢
献
し
、安
心
安
全
な
場

所
を
提
供
す
る
と
同
時
に

新
た
な
市
場
の
創
出
も
期

待
で
き
る
。

青
柳

文
字
情
報
を
二
次
元
コ
ー

ド
に
変
換
し
た
ユ
ニ
ボ
イ
ス

コ
ー
ド
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
使
っ
て
文
書
を
音
声

で
読
み
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、誰
で
も
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。市
の
発
行

物
も
、こ
の
音
声
コ
ー
ド
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
ま
す
。ま
ず
は
住

民
の
安
心
・
安
全
に
直
結
す

る
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
取
り

入
れ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
ま

す
。

投
票
率
向
上
の
具

体
的
取
り
組
み
と
新
た
な

施
策
は
。令

和
５
年
４
月
の

福
井
県
知
事
選
挙
で
は
、試

行
的
に
臨
時
期
日
前
投
票

健
康
福
祉
部
長

市
長

平
野

平
野

平
野

平
野 投

票
率
向
上
対
策
に

つ
い
て

a
キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
推
進
に
つ
い
て

企
業
等
拠
点
拡
充
事

業
補
助
金
に
つ
い
て

市
長

堀
田

堀
田

堀
田

堀
田

公
共
施
設
に
対
す
る

財
源
確
保
に
つ
い
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に

向
け
て
の
取
り
組
み

と
情
報
発
信
に
つ
い
て

視
覚
障
が
い
者
の
情

報
取
得
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て

木
下

木
下

木
下

木
下

中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

青
柳 

企
業
等
拠
点

拡
充
補
助
金
の
概
略
と
利
用
状
況
は
。

経
済
産
業
部
長 

市

内
外
の
企
業
の
事
業
拡
充
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助
金
で
、市
内
へ
本
社
機

能
を
移
転
す
る
市
外
事
業
者
や
、施
設

の
新
設
・
増
設
を
行
う
市
内
事
業
者
に

対
し
て
新
た
な
補
助
事
業
を
創
設
し

ま
し
た
。進
出
先
や
業
種
を
限
定
し
な

い
こ
と
が
特
徴
で
、現
在
２
件
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

青
柳 JR

芦
原
温
泉

市
長

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

青
柳 

篤
始 

議
員

・
企
業
等
拠
点
拡
充
事
業

　
　
　
　補
助
金
に
つ
い
て

・
a
キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て

・
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
に
つ
い
て

・
視
覚
障
が
い
者
の

　情
報
取
得
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

・
投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け
て
の

　取
り
組
み
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
に
対
す
る

　
　
　財
源
確
保
に
つ
い
て

・
中
学
校
部
活
動
の

　
　
　地
域
移
行
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
に
お
け
る

　
　不
登
校
対
策
に
つ
い
て

平
野 

時
夫 

議
員

堀
田
あ
け
み 

議
員

木
下 

勇
二 

議
員
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自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
に
対
し
補
助
制
度
の

導
入
を
。

補
助
金
制

度
で
家
計
の
負
担
は
軽
減

さ
れ
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
購
入
し

や
す
く
な
る
こ
と
で
着
用
率

が
上
が
り
ま
す
。交
通
事
故

で
の
被
害
軽
減
や
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
も
制
度
の
導

入
は
有
効
で
あ
る
た
め
、他

市
の
状
況
を
踏
ま
え
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

視
覚
障
害
者
用
活

字
文
書
読
上
げ
装
置
の
利

用
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

印
刷
物
の

所
の
開
設
や
、ア
フ
レ
ア
内

の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
選
挙
啓

発
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
放
映
し

ま
し
た
。今
後
は
、商
業
施

設
や
駅
、金
津
高
校
で
の
期

日
前
投
票
所
の
開
設
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
・
高
齢
者

サ
ポ
ー
ト
用
に
、投
票
支
援

カ
ー
ド
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
導
入
の
考

え
は
。

他
自
治
体
を
参
考

に
、次
回
の
選
挙
か
ら
導
入

し
ま
す
。

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、JR
芦

原
温
泉
駅
周
辺
で
１
件
、湯

の
ま
ち
駅
周
辺
で
も
１
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。１
店

舗
で
も
多
く
開
業
店
舗
を

増
や
し
、ま
ち
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ａ
キ
ュ
ー
ブ
の
活
用

の
方
向
性
は
。

北
陸
新
幹
線
芦
原

温
泉
駅
の
開
業
に
伴
い
、駅

前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。現
在
の
ａ

キ
ュ
ー
ブ
の
活
用
に
は
限
界

が
あ
り
、周
辺
商
店
街
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、ａ

キ
ュ
ー
ブ
の
機
能
を
見
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。建
物
の

解
体
や
民
間
の
活
力
を
導

入
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口

企
業
等
拠
点
拡
充

補
助
金
の
概
略
と
利
用
状

況
は
。

市
内
外
の

企
業
の
事
業
拡
充
を
促
進

す
る
た
め
の
補
助
金
で
、市

内
へ
本
社
機
能
を
移
転
す

る
市
外
事
業
者
や
、施
設
の

新
設
・
増
設
を
行
う
市
内
事

業
者
に
対
し
て
新
た
な
補

助
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

進
出
先
や
業
種
を
限
定
し

な
い
こ
と
が
特
徴
で
、現
在

２
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
。

JR
芦
原
温
泉
駅
と

あ
わ
ら
湯
の
ま
ち
駅
周
辺

の
新
規
出
店
者
の
状
況
は
。

空
き
店
舗・

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金

千
５
０
０
万
円
の
費
用
が

見
込
ま
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
財
政
状
況
の
圧
迫

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、市
の

予
算
の
み
で
費
用
を
捻
出

す
る
こ
と
に
対
し
て
、市
民

か
ら
の
理
解
を
得
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、市
に
有
利
な
国
・
県

等
の
財
源
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、国
の
異
次
元
の
少
子
化

対
策
に
よ
る
子
育
て
関
連

予
算
の
動
向
も
含
め
、様
々

な
補
助
金
等
の
情
報
収
集

を
行
い
、調
理
室
整
備
に
充

て
ら
れ
る
財
源
が
出
て
き
た

場
合
に
は
、改
め
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
阪
万
博
に
対
し
、

あ
わ
ら
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
客
の
起
爆
剤
と
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
は
考
え
て
い

る
か
。

公
益
社
団

法
人
２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
協
会
や
県
と
も
観

光
誘
客
に
対
す
る
連
携
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

機
構
等
の
活
動
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

北
陸
３
県

と
連
携
し
、令
和
５
年
度
は

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
誘
客
を

促
進
す
る
た
め
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
現
地
旅
行
博

や
タ
イ
メ
デ
ィ
ア
招
聘
を
予

定
し
て
い
ま
す
。あ
わ
ら
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
存
の
公
共
施
設

の
改
修
費
用
に
つ
い
て
、国

や
県
か
ら
の
補
助
金
や
交

付
金
な
ど
を
充
当
で
き
れ

ば
、市
の
財
政
負
担
は
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
や

社
会
資
本
整
備
交
付
金
、各

種
補
助
金
な
ど
、可
能
な
限

り
、国
や
県
な
ど
か
ら
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
調

理
室
設
置
に
つ
い
て
、市
民

か
ら
の
声
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。市

民
の
声
を

受
け
、調
理
室
の
整
備
費
用

を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、約
３

校
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

教
育
委
員
会
の
指

導
の
も
と
、学
校
が
専
門
ス

タ
ッ
フ
や
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、き
め
細
か
く
、

丁
寧
に
、粘
り
強
く
支
援
し

て
い
ま
す
。不
登
校
に
悩
む

児
童
・
生
徒
と
そ
の
家
族
を

含
め
、誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
あ
わ
ら
市
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。是

非
と
も
多
種
多

様
に
わ
た
る
支
援
を
強
力

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

リ
ム
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
へ
配

置
す
る
な
ど
、組
織
強
化
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

不
登
校
の
児
童
・
生

徒
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
の
か
。

校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、未
然
防

止
、初
期
対
応
、自
立
支
援

の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

不
登
校
で
子
ど
も

や
親
が
苦
し
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
非
常
に
問
題
で
あ
り
、

自
立
支
援
の
取
り
組
み
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。登
校
に
苦

し
む
当
事
者
や
ご
家
族
を

ど
う
支
援
す
る
の
か
、不
登

校
で
苦
し
ん
で
い
る
人
に
安

心
を
届
け
る
よ
う
な
不
登

中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て
、令
和
５
年
４
月

か
ら
地
域
移
行
の
モ
デ
ル

事
業
が
始
ま
っ
た
が
、今
後

休
日
の
部
活
動
だ
け
で
な

く
、平
日
に
つ
い
て
も
地
域

移
行
が
進
ん
だ
場
合
、地
域

移
行
の
受
け
皿
と
な
る
あ

わ
ら
ト
リ
ム
ク
ラ
ブ
の
組
織

の
強
化
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

指
導
者
の
確
保

な
ど
、地
域
移
行
が
進
む
こ

と
に
よ
る
新
た
な
業
務
は
、

当
面
は
ス
ポ
ー
ツ
課
内
の

部
活
動
地
域
移
行
推
進
室

が
所
管
し
ま
す
。そ
れ
ら
の

業
務
は
今
後
あ
わ
ら
ト
リ

ム
ク
ラ
ブ
に
移
管
し
て
い
き

ま
す
が
、例
え
ば
、地
域
移

行
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
ト

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

市
民
生
活
部
長

教
育
長

教
育
長

教
育
部
長

総
務
部
長

市
長

青
柳

青
柳

青
柳

で
検
討
す
る
た
め
に
、サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
や

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ａ
キ
ュ
ー
ブ
へ
の
提

案
と
し
て
、中
学
生
や
高
校

生
が
集
ま
る
交
流
ス
ペ
ー
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。交
通
の
便
が
良
い
駅

前
で
あ
れ
ば
子
ど
も
達
が

自
分
の
足
で
通
う
こ
と
が

で
き
る
。こ
れ
に
よ
り
地
域

活
性
化
や
子
ど
も
の
成
長

に
貢
献
し
、安
心
安
全
な
場

所
を
提
供
す
る
と
同
時
に

新
た
な
市
場
の
創
出
も
期

待
で
き
る
。

青
柳

文
字
情
報
を
二
次
元
コ
ー

ド
に
変
換
し
た
ユ
ニ
ボ
イ
ス

コ
ー
ド
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
使
っ
て
文
書
を
音
声

で
読
み
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、誰
で
も
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。市
の
発
行

物
も
、こ
の
音
声
コ
ー
ド
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
ま
す
。ま
ず
は
住

民
の
安
心
・
安
全
に
直
結
す

る
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
取
り

入
れ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
ま

す
。

投
票
率
向
上
の
具

体
的
取
り
組
み
と
新
た
な

施
策
は
。令

和
５
年
４
月
の

福
井
県
知
事
選
挙
で
は
、試

行
的
に
臨
時
期
日
前
投
票

健
康
福
祉
部
長

市
長

平
野

平
野

平
野

平
野 投

票
率
向
上
対
策
に

つ
い
て

a
キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
推
進
に
つ
い
て

企
業
等
拠
点
拡
充
事

業
補
助
金
に
つ
い
て

市
長

堀
田

堀
田

堀
田

堀
田

公
共
施
設
に
対
す
る

財
源
確
保
に
つ
い
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に

向
け
て
の
取
り
組
み

と
情
報
発
信
に
つ
い
て

視
覚
障
が
い
者
の
情

報
取
得
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て

木
下

木
下

木
下

木
下

中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

経
済
産
業
部
長

経
済
産
業
部
長

青
柳 

企
業
等
拠
点

拡
充
補
助
金
の
概
略
と
利
用
状
況
は
。

経
済
産
業
部
長 

市

内
外
の
企
業
の
事
業
拡
充
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助
金
で
、市
内
へ
本
社
機

能
を
移
転
す
る
市
外
事
業
者
や
、施
設

の
新
設
・
増
設
を
行
う
市
内
事
業
者
に

対
し
て
新
た
な
補
助
事
業
を
創
設
し

ま
し
た
。進
出
先
や
業
種
を
限
定
し
な

い
こ
と
が
特
徴
で
、現
在
２
件
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

青
柳 JR

芦
原
温
泉

市
長

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

青
柳 

篤
始 

議
員

・
企
業
等
拠
点
拡
充
事
業

　
　
　
　補
助
金
に
つ
い
て

・
a
キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て

・
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
に
つ
い
て

・
視
覚
障
が
い
者
の

　情
報
取
得
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

・
投
票
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
向
け
て
の

　取
り
組
み
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
に
対
す
る

　
　
　財
源
確
保
に
つ
い
て

・
中
学
校
部
活
動
の

　
　
　地
域
移
行
に
つ
い
て

・
小
中
学
校
に
お
け
る

　
　不
登
校
対
策
に
つ
い
て

平
野 

時
夫 

議
員

堀
田
あ
け
み 

議
員

木
下 

勇
二 

議
員
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▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

▲一般質問の様子を
YouTubeでチェック

量
技
術
で
作
成
さ
れ
た
た

め
、現
況
と
差
異
が
あ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

公
図
は
現
在
も
課

税
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て

お
り
、正
確
さ
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、是
正
は
で

き
る
の
か
。

地
図
の
訂
正

や
是
正
は
、一
般
的
に
は
土

地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
測

量
や
隣
接
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。ま
た
、面
的
な
整

備
で
あ
れ
ば
、集
落
の
要
望

な
ど
に
基
づ
い
て
、地
籍
調

査
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

最
近
、刈
安
山
で

キ
ャ
ン
プ
を
す
る
人
が
増
え

て
い
る
。多
く
の
市
民
が
安

全
に
自
然
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

刈
安
山
か

ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
る
た
め
、展
望
台
に

は
案
内
看
板
を
設
置
し
た

り
、眺
め
を
阻
害
し
て
き
た

樹
木
の
伐
採
を
し
た
り
な

ど
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。今
後
も
、多
く
の
利
用

者
に
安
全
に
楽
し
く
自
然

と
触
れ
合
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、予
算
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

公
図
に
お
い
て
、土

地
の
形
状
や
面
積
が
現
況

と
か
な
り
ず
れ
て
い
る
と
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

公
図
が
作
成
さ
れ
た
経
緯

と
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。土

地
の
権
利

や
位
置
を
示
す
地
図
な
ど

は
、不
動
産
登
記
及
び
そ
の

備
え
付
け
地
図
と
し
て
、法

務
局
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
法
務
局
の
備
え
付

け
地
図
に
は
、地
籍
調
査
な

ど
で
作
成
さ
れ
た
方
位
、形

状
、縮
尺
が
正
確
で
あ
る

「
14
条
地
図
」と
、旧
土
地
台

帳
法
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て

い
た「
公
図
」が
あ
り
ま
す
。

公
図
の
原
型
は
、明
治
初
期

の
租
税
徴
収
の
た
め
の
測

量
図
で
あ
り
、未
成
熟
な
測

の
維
持
管
理
が
大
変
で
取

壊
し
が
で
き
な
い
と
い
う
話

を
聞
く
。地
域
の
生
活
環
境

維
持
の
た
め
に
も
、自
治
会

な
ど
の
協
力
の
も
と
、跡
地

管
理
を
行
う
方
法
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

雑
草
や
雑

木
等
の
宅
地
の
維
持
管
理

が
原
因
で
相
談
や
苦
情
を

受
け
た
場
合
は
、所
有
者
に

対
し
管
理
を
要
請
す
る
ほ

か
、維
持
管
理
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。あ
わ
せ
て
、集
落
の
美
化

活
動
を
支
援
す
る
集
落
活

性
化
支
援
事
業
補
助
金
の

活
用
に
つ
い
て
、自
治
会
へ

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

空
き
家
の
適
正
な

管
理
に
つ
い
て
、市
の
考
え

を
反
映
す
る
た
め
の
条
例

が
必
要
で
は
な
い
か
。

危
険
な
状
態
が
切

迫
し
て
い
る
空
き
家
な
ど
緊

急
措
置
を
講
じ
る
場
合
は

災
害
対
策
基
本
法
な
ど
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

よ
り
柔
軟
で
迅
速
な
対
応

の
必
要
性
も
考
え
、特
定
空

家
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
へ
の
立
ち
入
り
調
査

や
、台
風
や
大
雪
な
ど
が
な

い
場
合
で
も
、明
白
な
危
険

が
あ
る
場
合
は
緊
急
安
全

措
置
を
認
め
る
な
ど
の
規

定
を
備
え
る
た
め
、空
き
家

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
内
の
空
き
家
数

は
令
和
５
年
３
月
で
６
５

３
件
だ
が
、今
後
の
空
き
家

の
想
定
数
は
。

令
和
７
年

度
に
は
約
７
０
０
件
、令
和

10
年
度
に
は
約
７
５
０
件

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ふ
く
い
園
芸
カ
レ
ッ

ジ
で
学
ん
だ
市
外
出
身
者

が
、市
内
で
就
農
し
よ
う
と

居
住
用
に
空
き
家
を
探
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
聞

く
。就
農
支
援
担
当
課
と
の

連
携
は
出
来
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産

課
や
丘
陵
地
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
と
市
民
協
働
課
で

情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、

入
居
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
は

４
件
あ
り
ま
す
。

所
有
者
が
市
外
に

住
ん
で
い
る
た
め
、空
き
家

を
除
却
し
た
あ
と
の
土
地

が
想
定
さ
れ
る
。そ
の
た

め
、福
祉
避
難
所
の
新
た
な

方
向
と
し
て
、高
齢
者
・
障

が
い
者
等
の
個
別
避
難
計

画
で
、事
前
に
福
祉
避
難
所

と
な
る
施
設
と
避
難
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お

き
、被
災
時
に
は
避
難
者
を

直
接
福
祉
避
難
所
へ
受
け

入
れ
る
こ
と
で
、体
調
不
良

の
心
配
や
移
送
の
負
担
が

減
る
。先
進
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
し
て
検
討
さ
れ

た
い
。

他
市
の
取
組
、

先
進
事
例
を
参
考
に
関
係

機
関
と
情
報
共
有
し
、調
査

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

所
運
営
委
員
会
へ
の
参
画

や
、休
憩
所
や
ト
イ
レ
の
配

置
な
ど
、女
性
目
線
の
き
め

細
か
な
配
慮
に
努
め
ま
す
。

福
祉
避
難
所
は
何

か
所
設
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、避
難
所
と
し
て
の
位

置
付
け
は
。

７
福
祉
施
設
と
福

祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。福
祉
避
難
所
は
、高

齢
者
や
妊
産
婦
の
体
調
、障

が
い
の
状
態
や
心
身
の
健
康

状
態
等
を
考
慮
し
て
、指
定

避
難
所
で
の
生
活
が
困
難

と
判
断
し
た
場
合
に
、２
次

的
な
避
難
所
と
し
て
開
設

し
ま
す
。避

難
者
の
具
合
が

悪
く
な
り
、避
難
所
か
ら
福

祉
避
難
所
へ
避
難
者
を
移

送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
に
は
、多
大
な
調
整
や
労

力
と
時
間
を
要
す
る
こ
と

指
定
避
難
所
は
何

か
所
設
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、開
設
責
任
者
と
運
営

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
内
小
中
学
校
や

高
校
な
ど
、22
か
所
を
指
定

避
難
所
と
し
て
い
ま
す
。大

規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、

市
の
教
育
委
員
会
の
職
員

で
構
成
さ
れ
る
避
難
所
班

が
開
設
責
任
者
と
な
り
ま

す
。長
期
的
な
避
難
が
想
定

さ
れ
る
場
合
は
、避
難
所
班

と
施
設
管
理
者
、避
難
者
が

連
携
し
て
避
難
所
運
営
委

員
会
を
設
置
し
、自
主
的
な

運
営
体
制
を
確
立
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

備
蓄
品
や
避
難
所

運
営
に
お
い
て
女
性
の
目

線
や
意
見
を
取
込
む
事
が

大
事
だ
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

女
性
の
避
難

え
る
か
。電

子
図
書
館
の
設

置
は
、時
代
の
要
請
に
応
え

る
も
の
で
あ
り
、県
や
県
内

市
町
と
協
議
し
、先
進
地
事

例
も
参
考
に
し
て
、前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

む
機
運
を
高
め
、誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
市
政
運
営
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

全
国
で
は
コ
ロ
ナ

禍
や
災
害
時
で
の
読
書
環

境
の
確
保
を
背
景
に
、近
年

電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
、い
わ

ゆ
る「
電
子
図
書
館
」が
相

次
い
で
設
置
さ
れ
、未
設
置

は
福
井
県
を
含
め
３
県
だ

け
で
あ
る
。デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
よ
り
、感
染
症
や

災
害
の
発
生
時
で
も
、い
つ

で
も
無
償
で
手
軽
に
電
子

図
書
を
提
供
で
き
、子
ど
も

の
教
育
の
充
実
や
地
域
格

差
是
正
、障
が
い
者
や
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
も
貢
献
で
き
る
電
子
図

書
館
を
設
置
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、市
長
は
ど
う
考

障
害
者
差
別
解
消

法
で
は
、国
や
地
方
自
治
体

に
加
え
、令
和
６
年
４
月
か

ら
民
間
事
業
者
も
障
が
い

者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提

供
が
義
務
化
さ
れ
る
。市
が

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
、障
が
い
の
あ
る
人
や
、

高
齢
者
、子
ど
も
連
れ
の
家

族
や
外
国
人
な
ど
、誰
で
も

が
参
加
で
き
、楽
し
め
、満

足
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
等
と
な

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、当
た
り
前
の

時
代
に
な
っ
て
い
る
が
、ど

う
考
え
る
か
。

イ
ベ
ン
ト

開
催
に
お
け
る
障
が
い
者
へ

の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

つ
い
て
、市
全
体
で
取
り
組

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

経
済
産
業
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

市
長

室
谷

室
谷

室
谷

室
谷

市
長

島
田

島
田 イ

ベ
ン
ト
等
に
お
け

る
障
が
い
者
へ
の
配

慮
に
つ
い
て

公
図
の
ず
れ
の
修
正
を

刈
安
山
の
整
備
を

電
子
図
書
館
の
設
置

に
つ
い
て

山
川

山
川

山
川

市
長

北
浦

北
浦

北
浦

北
浦

創
造
戦
略
部
長

創
造
戦
略
部
長

創
造
戦
略
部
長

・
公
図
の
ず
れ
の
修
正
を

・
刈
安
山
の
整
備
を

室
谷
陽
一
郎 

議
員

・
災
害
時
の
指
定
避
難
所
と

　
　福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

島
田 

俊
哉 

議
員

山
川
知
一
郎 

議
員

北
浦 

博
憲 

議
員

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る

　障
が
い
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
電
子
図
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
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量
技
術
で
作
成
さ
れ
た
た

め
、現
況
と
差
異
が
あ
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

公
図
は
現
在
も
課

税
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て

お
り
、正
確
さ
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、是
正
は
で

き
る
の
か
。

地
図
の
訂
正

や
是
正
は
、一
般
的
に
は
土

地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
測

量
や
隣
接
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。ま
た
、面
的
な
整

備
で
あ
れ
ば
、集
落
の
要
望

な
ど
に
基
づ
い
て
、地
籍
調

査
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

最
近
、刈
安
山
で

キ
ャ
ン
プ
を
す
る
人
が
増
え

て
い
る
。多
く
の
市
民
が
安

全
に
自
然
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

刈
安
山
か

ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
る
た
め
、展
望
台
に

は
案
内
看
板
を
設
置
し
た

り
、眺
め
を
阻
害
し
て
き
た

樹
木
の
伐
採
を
し
た
り
な

ど
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。今
後
も
、多
く
の
利
用

者
に
安
全
に
楽
し
く
自
然

と
触
れ
合
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、予
算
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

公
図
に
お
い
て
、土

地
の
形
状
や
面
積
が
現
況

と
か
な
り
ず
れ
て
い
る
と
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

公
図
が
作
成
さ
れ
た
経
緯

と
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。土

地
の
権
利

や
位
置
を
示
す
地
図
な
ど

は
、不
動
産
登
記
及
び
そ
の

備
え
付
け
地
図
と
し
て
、法

務
局
で
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
法
務
局
の
備
え
付

け
地
図
に
は
、地
籍
調
査
な

ど
で
作
成
さ
れ
た
方
位
、形

状
、縮
尺
が
正
確
で
あ
る

「
14
条
地
図
」と
、旧
土
地
台

帳
法
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
て

い
た「
公
図
」が
あ
り
ま
す
。

公
図
の
原
型
は
、明
治
初
期

の
租
税
徴
収
の
た
め
の
測

量
図
で
あ
り
、未
成
熟
な
測

の
維
持
管
理
が
大
変
で
取

壊
し
が
で
き
な
い
と
い
う
話

を
聞
く
。地
域
の
生
活
環
境

維
持
の
た
め
に
も
、自
治
会

な
ど
の
協
力
の
も
と
、跡
地

管
理
を
行
う
方
法
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

雑
草
や
雑

木
等
の
宅
地
の
維
持
管
理

が
原
因
で
相
談
や
苦
情
を

受
け
た
場
合
は
、所
有
者
に

対
し
管
理
を
要
請
す
る
ほ

か
、維
持
管
理
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。あ
わ
せ
て
、集
落
の
美
化

活
動
を
支
援
す
る
集
落
活

性
化
支
援
事
業
補
助
金
の

活
用
に
つ
い
て
、自
治
会
へ

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

空
き
家
の
適
正
な

管
理
に
つ
い
て
、市
の
考
え

を
反
映
す
る
た
め
の
条
例

が
必
要
で
は
な
い
か
。

危
険
な
状
態
が
切

迫
し
て
い
る
空
き
家
な
ど
緊

急
措
置
を
講
じ
る
場
合
は

災
害
対
策
基
本
法
な
ど
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

よ
り
柔
軟
で
迅
速
な
対
応

の
必
要
性
も
考
え
、特
定
空

家
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
へ
の
立
ち
入
り
調
査

や
、台
風
や
大
雪
な
ど
が
な

い
場
合
で
も
、明
白
な
危
険

が
あ
る
場
合
は
緊
急
安
全

措
置
を
認
め
る
な
ど
の
規

定
を
備
え
る
た
め
、空
き
家

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

市
内
の
空
き
家
数

は
令
和
５
年
３
月
で
６
５

３
件
だ
が
、今
後
の
空
き
家

の
想
定
数
は
。

令
和
７
年

度
に
は
約
７
０
０
件
、令
和

10
年
度
に
は
約
７
５
０
件

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ふ
く
い
園
芸
カ
レ
ッ

ジ
で
学
ん
だ
市
外
出
身
者

が
、市
内
で
就
農
し
よ
う
と

居
住
用
に
空
き
家
を
探
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
聞

く
。就
農
支
援
担
当
課
と
の

連
携
は
出
来
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産

課
や
丘
陵
地
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
と
市
民
協
働
課
で

情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、

入
居
に
繋
が
っ
た
ケ
ー
ス
は

４
件
あ
り
ま
す
。

所
有
者
が
市
外
に

住
ん
で
い
る
た
め
、空
き
家

を
除
却
し
た
あ
と
の
土
地

が
想
定
さ
れ
る
。そ
の
た

め
、福
祉
避
難
所
の
新
た
な

方
向
と
し
て
、高
齢
者
・
障

が
い
者
等
の
個
別
避
難
計

画
で
、事
前
に
福
祉
避
難
所

と
な
る
施
設
と
避
難
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お

き
、被
災
時
に
は
避
難
者
を

直
接
福
祉
避
難
所
へ
受
け

入
れ
る
こ
と
で
、体
調
不
良

の
心
配
や
移
送
の
負
担
が

減
る
。先
進
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
し
て
検
討
さ
れ

た
い
。

他
市
の
取
組
、

先
進
事
例
を
参
考
に
関
係

機
関
と
情
報
共
有
し
、調
査

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

所
運
営
委
員
会
へ
の
参
画

や
、休
憩
所
や
ト
イ
レ
の
配

置
な
ど
、女
性
目
線
の
き
め

細
か
な
配
慮
に
努
め
ま
す
。

福
祉
避
難
所
は
何

か
所
設
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、避
難
所
と
し
て
の
位

置
付
け
は
。

７
福
祉
施
設
と
福

祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。福
祉
避
難
所
は
、高

齢
者
や
妊
産
婦
の
体
調
、障

が
い
の
状
態
や
心
身
の
健
康

状
態
等
を
考
慮
し
て
、指
定

避
難
所
で
の
生
活
が
困
難

と
判
断
し
た
場
合
に
、２
次

的
な
避
難
所
と
し
て
開
設

し
ま
す
。避

難
者
の
具
合
が

悪
く
な
り
、避
難
所
か
ら
福

祉
避
難
所
へ
避
難
者
を
移

送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
に
は
、多
大
な
調
整
や
労

力
と
時
間
を
要
す
る
こ
と

指
定
避
難
所
は
何

か
所
設
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、開
設
責
任
者
と
運
営

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

市
内
小
中
学
校
や

高
校
な
ど
、22
か
所
を
指
定

避
難
所
と
し
て
い
ま
す
。大

規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、

市
の
教
育
委
員
会
の
職
員

で
構
成
さ
れ
る
避
難
所
班

が
開
設
責
任
者
と
な
り
ま

す
。長
期
的
な
避
難
が
想
定

さ
れ
る
場
合
は
、避
難
所
班

と
施
設
管
理
者
、避
難
者
が

連
携
し
て
避
難
所
運
営
委

員
会
を
設
置
し
、自
主
的
な

運
営
体
制
を
確
立
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

備
蓄
品
や
避
難
所

運
営
に
お
い
て
女
性
の
目

線
や
意
見
を
取
込
む
事
が

大
事
だ
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

女
性
の
避
難

え
る
か
。電

子
図
書
館
の
設

置
は
、時
代
の
要
請
に
応
え

る
も
の
で
あ
り
、県
や
県
内

市
町
と
協
議
し
、先
進
地
事

例
も
参
考
に
し
て
、前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

む
機
運
を
高
め
、誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
市
政
運
営
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

全
国
で
は
コ
ロ
ナ

禍
や
災
害
時
で
の
読
書
環

境
の
確
保
を
背
景
に
、近
年

電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
、い
わ

ゆ
る「
電
子
図
書
館
」が
相

次
い
で
設
置
さ
れ
、未
設
置

は
福
井
県
を
含
め
３
県
だ

け
で
あ
る
。デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
よ
り
、感
染
症
や

災
害
の
発
生
時
で
も
、い
つ

で
も
無
償
で
手
軽
に
電
子

図
書
を
提
供
で
き
、子
ど
も

の
教
育
の
充
実
や
地
域
格

差
是
正
、障
が
い
者
や
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
も
貢
献
で
き
る
電
子
図

書
館
を
設
置
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、市
長
は
ど
う
考

障
害
者
差
別
解
消

法
で
は
、国
や
地
方
自
治
体

に
加
え
、令
和
６
年
４
月
か

ら
民
間
事
業
者
も
障
が
い

者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提

供
が
義
務
化
さ
れ
る
。市
が

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
、障
が
い
の
あ
る
人
や
、

高
齢
者
、子
ど
も
連
れ
の
家

族
や
外
国
人
な
ど
、誰
で
も

が
参
加
で
き
、楽
し
め
、満

足
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
等
と
な

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、当
た
り
前
の

時
代
に
な
っ
て
い
る
が
、ど

う
考
え
る
か
。

イ
ベ
ン
ト

開
催
に
お
け
る
障
が
い
者
へ

の
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

つ
い
て
、市
全
体
で
取
り
組

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

経
済
産
業
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

市
長

室
谷

室
谷

室
谷

室
谷

市
長

島
田

島
田 イ

ベ
ン
ト
等
に
お
け

る
障
が
い
者
へ
の
配

慮
に
つ
い
て

公
図
の
ず
れ
の
修
正
を

刈
安
山
の
整
備
を

電
子
図
書
館
の
設
置

に
つ
い
て

山
川

山
川

山
川

市
長

北
浦

北
浦

北
浦

北
浦

創
造
戦
略
部
長

創
造
戦
略
部
長

創
造
戦
略
部
長

・
公
図
の
ず
れ
の
修
正
を

・
刈
安
山
の
整
備
を

室
谷
陽
一
郎 

議
員

・
災
害
時
の
指
定
避
難
所
と

　
　福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

島
田 

俊
哉 

議
員

山
川
知
一
郎 

議
員

北
浦 

博
憲 

議
員

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る

　障
が
い
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

・
電
子
図
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
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議会を傍聴できます
詳しくはこちら

本
会
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２
日
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一
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問
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本
会
議 

３
日
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議
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会
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総
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決
算
常
任
委
員
会
分
科
会
）

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

（
予
算
決
算
常
任
委
員
会
分
科
会
）
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発
議

令和５年度あわら市一般会計補正予算（第２号）

令和５年度あわら市公共下水道事業会計補正予算（第１号）

あわら市公民館条例の一部を改正する条例の制定について

財産の取得について

市道路線の認定について

市道路線の変更について

令和５年度あわら市一般会計補正予算（第３号）

あわら市監査委員の選任について

食料・農業・地域政策確立に関する意見書

専決処分の承認を求めることについて
（あわら市税条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めることについて
（あわら市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度あわら市一般会計補正予算（第１号））

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書の提出を
求める請願

保育士配置の最低基準の引き上げと、保育予算の大幅な増額を
求める意見書の採択を求める請願

日本政府に「核兵器禁止条約」への参加・署名・批准を求める意
見書の提出に関する請願

あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例及びあわら市個人番号
カードの利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について
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○…賛成　　×…反対　　退…退席　　欠…欠席
※議長は採決に加わらないので「／」で表示
※議案第41号について、北島登議員は監査委員の選任の同意を
　受ける立場にあるため、地方自治法第117条の規定により「退」

第116回  あわら市議会定例会 議案等の審議結果及び各議員表決令和5年6月

表決 議　　　　員　　　　名
討論の様子はYoutubeで
            ご覧いただけます

議 案 の 討 論

賛成

●請願第１号
　刑事訴訟法の再審
規定（再審法）の改正
を求める意見書の提
出を求める請願

冤罪は国家による最大の人権
侵害であり、速やかに救済し
なければならない。冤罪は後
を絶たず、救済には非常に年
月がかかる実態がある。冤罪
事件をなくすためにも、請願
を採択されたい。

（賛成少数により不採択）

賛成

●請願第２号
　保育士配置の最低
基準の引き上げと、保
育予算の大幅な増額
を求める意見書の採
択を求める請願

保育所の職員配置の最低基
準は何十年も見直されておら
ず、保育士は大変厳しい労働
条件に直面している。様々な
保育の事故も起こっているた
め、状況を改善するために、
請願の採択を求める。

（趣旨賛成多数により趣旨採択）

賛成

●請願第３号
　日本政府に「核兵器
禁止条約」への参加・
署名・批准を求める意
見書の提出に関する
請願

核兵器は非人道的な兵器で
あり、国連憲章、国際法、国
際人道法、国際人権法にも反
するもので、絶対に認められ
ない。唯一の被爆国である日
本が世界に核兵器反対を呼
びかけることが重要だ。

（賛成少数により不採択）

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市
の

公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や
関
係

行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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願
・
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一
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●
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法
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再
審
規
定（
再
審
法
）の
改
正
を
求
め
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書
の
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を
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る
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願

よ
り
よ
い
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を
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司
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者
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の
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と
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福
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井
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連
坂
井
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部

　支
部
長
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藤
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治
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出
者

意
見
書
を
提
出
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　果

●
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・
農
業
・
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域
政
策
確
立
に
向
け
た
要
請

2
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3
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禁
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国
民
平
和
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・

　
　
　
　

 

世
界
大
会
福
井
県
実
行
委
員
会

　代
表
委
員

　鈴
木

　孝
典

提
出
者

●
日
本
政
府
に「
核
兵
器
禁
止
条
約
」へ
の
参
加
・
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が「
５
類
感
染
症
」に
移
行
し
て
３
ヶ
月
余
り
経

ち
ま
し
た
。
し
か
し
、油
断
は
禁
物
で
す
。
個
人
に
お
け
る
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
は
行
い
た
い
で
す
ね
。
マ
ス
ク
の
着
用
頻
度
も
減
り
、本
会
議
場
の
ア
ク
リ
ル

板
も
取
り
外
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、令
和
２
年
度
か
ら
約
３
年
も
の
間
、や
む

な
く
開
催
で
き
な
か
っ
た「
議
員
と
語
ろ
う
会
」を
、令
和
５
年
６
月
に
よ
う
や
く

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
紙
で
は
、「
議
員
と
語
ろ
う
会
」の
様
子
や
参

加
者
か
ら
の
主
な
ご
意
見
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
委
員
一
同
、こ
れ
か
ら
も
よ

り
良
い
紙
面
作
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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平
野
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次回  第117 回定例会日程（予定）
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６
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７
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８
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12
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）

27
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29
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10
月
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月
）
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令和５年度あわら市一般会計補正予算（第３号）
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（令和５年度あわら市一般会計補正予算（第１号））

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書の提出を
求める請願

保育士配置の最低基準の引き上げと、保育予算の大幅な増額を
求める意見書の採択を求める請願

日本政府に「核兵器禁止条約」への参加・署名・批准を求める意
見書の提出に関する請願

あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例及びあわら市個人番号
カードの利用に関する条例の一部を改正する条例の制定について
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　受ける立場にあるため、地方自治法第117条の規定により「退」

第116回  あわら市議会定例会 議案等の審議結果及び各議員表決令和5年6月

表決 議　　　　員　　　　名
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            ご覧いただけます
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侵害であり、速やかに救済し
なければならない。冤罪は後
を絶たず、救済には非常に年
月がかかる実態がある。冤罪
事件をなくすためにも、請願
を採択されたい。

（賛成少数により不採択）
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　保育士配置の最低
基準の引き上げと、保
育予算の大幅な増額
を求める意見書の採
択を求める請願

保育所の職員配置の最低基
準は何十年も見直されておら
ず、保育士は大変厳しい労働
条件に直面している。様々な
保育の事故も起こっているた
め、状況を改善するために、
請願の採択を求める。

（趣旨賛成多数により趣旨採択）
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核兵器は非人道的な兵器で
あり、国連憲章、国際法、国
際人道法、国際人権法にも反
するもので、絶対に認められ
ない。唯一の被爆国である日
本が世界に核兵器反対を呼
びかけることが重要だ。

（賛成少数により不採択）
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25
日（
月
）

12
日（
木
）

13
日（
金
）

８
日（
金
）

11
日（
月
）

12
日（
火
）

13
日（
水
）

27
日（
水
）〜  

29
日（
金
）

10
月
２
日（
月
）

本
会
議 

初
日

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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あわらあわらあわらあわら

議会の様子が YouTubeで視聴できます。議会の様子が YouTubeで視聴できます。
あわら市議会  YouTube

2p

4p

6p

10p

11p

12p

６月定例会報告‥‥‥‥‥‥‥‥

委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

請願・意見書・討論・編集後記‥‥

議案と結果・次期会期日程‥‥‥

議員と語ろう会‥‥‥‥‥‥‥

新たな議会の
　構成が決定！！
新たな議会の
　構成が決定！！

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　

  

員
　

  

〃　

  

〃　

  

〃　

  

〃

平  

野  

時  

夫

堀  

田  

あ
け
み

三  

上  

寛  

了

木  

下  

勇  

二

北  

浦  

博  

憲

室  

谷  

陽
一
郎

山  

川  

知
一
郎

編
集・発
行
責
任
者

議

　

  

長
毛  

利  

純  

雄

道
の
駅
蓮
如
の
里

あ
わ
ら

◆ 

今
年
４
月
に
吉
崎
に
オ
ー
プ

ン
し
た
道
の
駅
「
蓮
如
の
里
あ

わ
ら
」
の
駐
車
場
が
少
な
い
。

早
急
に
駐
車
場
を
確
保
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
道
の
駅
へ

誘
導
す
る
看
板
を
運
転
者
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

◆ 

道
の
駅
な
ど
の
新
し
い
施
設

の
運
用
は
、
そ
の
施
設
だ
け
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
、

さ
ら
に
市
全
体
で
「
面
」
で
考

え
る
べ
き
。

学
力
と
市
外
転
出

◆ 

学
習
指
導
に
よ
り
宿
題
は
生

徒
の
自
主
性
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
あ
る
程
度
の
宿

題
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
中

学
生
の
学
力
が
県
内
他
市
と
比

べ
て
低
く
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
が

子
育
て
世
代
が
市
外
へ
転
出
す

る
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

歩
道
除
雪

議
会
の
発
信
力
向
上

議
会
と
市
民
の
交
流

◆ 

議
会
の
発
信
力
を
更
に
高
め

た
り
、
気
軽
に
市
民
が
議
員
と

交
流
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
欲

し
い
。

◆ 

議
会
だ
よ
り
の
補
正
予
算
の

総
額
に
対
し
て
、
紙
面
に
載
っ

て
い
る
額
が
非
常
に
少
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
金
額
の
大
き
い
も
の
か

ら
順
番
に
掲
載
し
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。

公
共
施
設

情
報
発
信

◆ 

必
要
な
人
に
、
必
要
な
情
報

が
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

◆ 

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
、
市
の
垣
根
を
超
え
た
運
行

な
ど
、
も
っ
と
便
利
な
シ
ス
テ
ム

に
改
善
し
て
欲
し
い
。

少
子
化
問
題
の
議
論

◆ 

少
子
化
問
題
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
は
議
会
で
は
し
て
い
な
い
の
か
。

◆ 

少
子
化
の
進
行
や
空
き
家
の

増
加
な
ど
も
課
題
に
取
り
組
む

べ
き
。

地
域
の
な
り
手
不
足
と

負
担
軽
減
の
方
法

◆ 

議
員
も
区
長
も
な
り
手
が
少

な
い
。
平
日
昼
間
に
会
議
が
多
く
、

負
担
が
多
い
た
め
、
色
々
な
会

議
を
ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

を開催しました！
　６月３日、市内１２会場において午前・午後・夜の３部制で第１９回議会報告会を開催しました。
計８７名の市民の皆様にご参加いただき、多くのご意見等をいただきましたので、皆様の声を抜粋して
紹介します。
　なお、皆様からのご意見等は各委員会や一般質問で取り上げるなど、理事者に要請します。

第１９回議会報告会

◆ 

歩
道
の
除
雪
は
地
域
に
頼
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
が
、
地
域

に
も
限
界
が
あ
る
。
本
来
、
こ

れ
は
市
が
行
う
べ
き
も
の
の
た
め
、

予
算
を
計
上
し
、
除
雪
計
画
に

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、

通
学
で
歩
道
を
歩
く
児
童
生
徒

に
と
っ
て
は
重
要
な
問
題
の
た

め
実
証
実
験
を
し
て
は
ど
う
か
。

◆ 

市
民
の
交
流
を
促
進
す
る
場

所
を
公
共
施
設
に
作
る
べ
き
。

ア
フ
レ
ア
な
ど
の
公
共
施
設
を

フ
ル
活
用
す
べ
き
。

◆ 

文
化
会
館（
旧
あ
わ
ら
観
光

会
館
）が
閉
館
し
て
い
る
が
、
市

内
に
は
文
化
会
館
に
代
わ
る
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
施
設

が
な
い
。
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
な
く
な
る
と
、
市
の
活
性

化
に
も
繋
が
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
温
泉
旅
館
で
の
開
催
も
考

え
ら
れ
る
が
、
公
共
の
会
館
が

必
要
で
早
急
に
建
設
の
議
論
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

発
行
／
あ
わ
ら
市
議
会

編
集
／
あ
わ
ら
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

市
民
に
親
し
ま
れ
る
、
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
九
一
九
ｌ
〇
六
九
二  

福
井
県
あ
わ
ら
市
市
姫
三
丁
目
1
番
1
号
　
あ
わ
ら
市
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．〇
七
七
六
ｌ
七
三
ｌ
八
〇
四
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直
通
）E
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a
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議員と語ろう会議員と語ろう会


